別紙様式
平成　年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　　目：農業振興費
	事業名:食と農を考える県民運動推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農政課　地産地消担当　電話番号：058-272-1111（内2826）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11411@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：600千円（前年度予算額：600千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　県民（消費者）、企業・団体の地産地消等への認識を深めるための普及啓発活動を実施する。
（１）県民会議の活動の中核を担う世話人会の開催
　　　　・世話人間の情報共有、団体・組織サポーターの効果的な登録拡大方策を検討。
　（２）現地検討会、活動事例検討会の開催
　　　　　　・新たに参画した団体・組織サポーターについて、現地において検討会を開催す
るとともに、サポーター活動における事例検討会を開催し、世話人から各事例に
助言・提言を行う。
（３）実践活動をする団体・組織サポーター情報の収集・提供
　　　①メールマガジンの配信
　　　　・世話人や団体・組織サポーターからの情報を集約し、サポーター間の情報共
有のためのメールマガジンを編集、配信する。
　　　②ホームページでの情報発信
　　　　・サポーターからの活動情報をホームページに掲載し、県民へのＰＲを行う。
	２　所要経費


　（１）世話人会の開催　　　　　　　　　　                 361千円
　（２）現地検討会、活動事例検討会の開催　                 226千円

　（３）実践活動をする団体・組織サポーター情報の収集・提供　13千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　　・農産物の地産地消を拡大する
	２　これまでの取組状況


　幅広い県民参加による、地産地消や食育など消費・生産の両面からの取り組みを県民運動として展開する推進母体として平成１９年８月３０日に「岐阜県食と農を考える県民会議」を設置した。
　県民会議の推進役として、県内各地域で食と農に関する活動を積極的に展開している人を世話人に委嘱し、世話人会を開催し県民会議の活動を県民が自主的に参加する県民運動へ高めていくための方策について検討してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　県が実施するイベント等において主に地産地消の消費側である一般消費者を中心として県民会議サポーターの募集活動を行ってきたが、今後は世話人が中心となって企業・団体等のサポーター登録拡大を図る。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	600

	要求額
	600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	600

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


